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世界に誇れるセーリング会場にしよう！自
然の環境活動への理解を深める江ノ島エコ
プロジェクト2020

西なぎさ発：東京里海エイド
（ラムサール条約に登録された葛西干潟におけ
る漂着ごみ収集を中心とした保全活動）

海岸清掃参加者 794 人

イベント参加者 105 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％
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活動内容と成果
各種海岸環境保全啓蒙イベントの開催
東京五輪セーリング競技の種目であり、江ノ島で開
催されるヨットとウインドサーフィンのトップアス
リートと一緒に行うイベントを、競技を知らない地
域住民たちを中心に実施した。近くで観覧・応援で
きる機会を作ることで、海やビーチという環境への
理解と環境保全の意義や大切さを深めると同時に、
マリンスポーツと海やビーチの関係について学ぶ機
会とした。結果、地域の子どもたちを中心に、自発的
にマリンスポーツをしたら海岸清掃という習慣・考
えを体感してもらえた。

活動内容と成果
【活動日】
●通常開催：6月20日（土）、11月21日（土）
●臨時開催：9月27日（日）、10月31日（土）
●参加者総数：116人（うち子ども：4人）
●漂着ごみ総数：45リットルごみ袋×80袋
●粗大ごみ：28
【特別開催】
●通常開催：12月13日（日）
●えどがわエコセンターとの共催による「エコアクション講座」
　※木村尚氏を招いてのフィールド活動と特別講演会の実施
●人数：56人（うち子ども：12人）
●漂着ごみ総数：45リットルごみ袋×12袋

課　題
東京五輪セーリング競技開催予定地である江の島は、
地元外からの観光客、海利用者、マリンスポーツ利用者
が急増し、利用調整、海岸、砂浜環境、風紀の悪化が深
刻化している。

目　標
地元住民たちが中心となって、問題解決と、海外から東
京五輪をめざしてやって来る人たちに、環境を大切に
した、美しい街江ノ島を印象づけるための枠組みを作
る。

課　題
東京湾最北端部に位置する葛西海浜公園／西なぎさ
はラムサール条約登録湿地となったが、河川からの
漂着ごみが絶えない状況である。

目　標
上位目標は、東京湾及び西なぎさにおける海洋ごみ
の根絶、またそれに向けたステークホルダーの拡大
と連携による環境保全維持活動の維持・継続を目指
している。

〒251-0035
神奈川県藤沢市片瀬海岸1-12-4
電話：50-2018-0944
E-mail：info@coco-bea.com
HP：https://www.oceansport.jp/

〒134-0086
東京都江戸川区臨海町
電話：03-5878-1173
E-mail：tokyo-satoumi-aid@
dexte-k.com
HP：https://dexte-k.jp/

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍におけるイベ
ント等の開催可否の日程等の調整と
参加募集に苦労した。

■工夫した点
目的意識を持ち海岸清掃を行うた
め、イベント後に清掃を実施し、自発
的な意識付けを行った。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍でのフィールド
活動は、半数以下での開催となった
が、変わらず漂着する河川からのごみ
をいかに低減するかが課題であった。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍の緊急事態宣
言の狭間に、フィールド活動の臨時
開催や特別開催の機会を設けて対処
した。

2021年度の東京五輪を一つの区切りとして、スポーツと海岸環境保全の意識付け
を継続して行っていくこと、夏季の砂浜利用者が多い時期に、どのような取組みが
できるかを地域住民の方々と調整していきたい。

西なぎさに漂着するごみのほとんどが、河川からの首都圏の生活ごみであり、ス
テークホルダーは首都圏在住の約3千万人である。より多くのステークホルダーを
巻き込み、漂着ごみを少しでも低減させたい。

今後の
展望

今後の
展望

マリンスポーツの終わりに海岸清掃マリンスポーツの終わりに海岸清掃

11月21日活動状況（集合写真）11月21日活動状況（集合写真）

ウインドサーフィンのイベントウインドサーフィンのイベント
レースの様子レースの様子

12月13日の活動状況12月13日の活動状況

漂着ごみ収集量 80 袋

参加者人数（延べ） 116 人

今年度計画の達成度 40 ％

目標達成度 38.6 ％


